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　採用する緩衝系による分析値の系統的な差
は筆者の経験では見あたらなく，測定誤差の
範囲内で一致するようである。ただし，前述
のように低フッ素含量の骨の分析には緩衝剤Cは適さない。また，緩衝剤A・Bを用いた場合
でも，試料溶液のフヅ素濃度が約0．5ppmを下回り，電極の直線応答領域から外れると（先史
学的骨遺残分析では極めて稀なケース），C．　V．がやや大きくなるので注意を要する（例えば，
松浦　1985など参照）。
　照合用粉末試料を調製しておき，一連の実験に際して同様に測定し，分析値を管理すれぽ不
測の誤差を避けることができる。
おわりに
　イオン電極を用いたフッ素の定量は，入手が難しい機器・薬品や特殊な化学実験技能を要求
しないが，試料形態に応じた調整が必要である。筆者の知る限りでは，本法に関して人類・考
古学的骨資料の分析操作に焦点をあてて詳しく書かれたものが無いので，国立歴史民俗博物館
共同研究「動物考古学の基礎的研究」に参画したのを機にまとめておくこととした。
　このほかX線回折像から骨のフッ素含量を准定する手法もある。この方法はイオン電極法な
どと比べて繰り返し精度・再現性に欠けるものの，試料の重量を測る必要のないこと，試料を溶
解しないので他元素の分析に供試できることなどの利点を持つ。一系列の複数の化石資料に
フッ素年代判定法を適用するときには，X線回折法も有効な手段となる（Oakley＆Howells
1961，他）。本分析法についてはTanabe＆Watanabe（1968），　Matsu’ura（1983）を参照され
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たい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MATsuuRA　Sh司i
　　Fluorine　analysis　may　assist　the　relative　dating　of　bolle　remains　of　archaeologica1，
anthropological　or　palaeontologicahnterest．　This　paper　describes　a　technique　fbr　deter・
mining　Huorine　ill　bone　with　the　speci丘c　ion－sensitive　electrode，　and　shows　a　high
degree　of　reproducibility　of　the　method．
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